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7
そに

2016
（平成28年）

　6 月 8 日（水）山粕ふれあいセンター
において、ふれあいサロンを開催しま
した。
　タオルを使って犬を作り「世界に一つ
の犬やなぁ」と言いながら楽しそうに
仕上げました。皆さんの参加お待ちし
ています。
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平
成
28
年
第
２
回
曽
爾
村
議
会
定

例
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
同
月
20
日

ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

○
曽
爾
村
土
地
開
発
公
社
の
平
成
27

年
度
決
算
及
び
平
成
28
年
度
予
算

に
つ
い
て

○
一
般
財
団
法
人
曽
爾
村
観
光
振
興

公
社
の
平
成
27
年
度
決
算
及
び
平

成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
平
成
27
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
○
平
成
27
年
度
曽
爾
村
教
育
委
員
会

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価

に
つ
い
て

■
専
決
処
分

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
９
，
３
１
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
１
４
６
，
０
３
０
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
前
年
度
繰
上
充

用
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

□
平
成
27
年
度
曽
爾
村
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
０
６
，
８
３
１
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
，

１
３
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、
前
年
度
繰
上
充

用
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
条
例

□
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
選
挙
投
票
日
当
日
の
投
票
事
務
及

び
開
票
事
務
従
事
者
手
当
の
支
給

方
法
を
変
更
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
改
正
に
よ
り
、
引
用
条
文
番

号
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
補　
正　
予　
算

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
７
０
，
５
５
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，
９
１
７
，

７
０
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、地
方
創
生
給
付

金
事
業
１
３
，０
０
０
千
円
の
追

加
、ふ
る
さ
と
曽
爾
村
元
気
推
進

事
業（
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
）３
０
，

０
０
０
千
円
追
加
、地
域
の
食
と
農

を
活
か
し
た
オ
ー
ベル
ジュ
推
進
事

業（
宿
泊
機
能
を
備
え
た
レ
ス
ト
ラ

ン
）５
，０
０
０
千
円
追
加
、臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
４
，９
２
５
千
円
の

追
加
補
正
な
ど
で
す
。

□
平
成
28
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

・
規
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
に
、そ
れ
ぞ
れ
１
，４
０
４
千

円
を
追
加
し
、歳
出
予
算
の
総
額

は
、そ
れ
ぞ
れ
２
９
１
，９
０
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
内
容
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
奈

良
県
が
市
町
村
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
の
運
営
を
行
う
制
度
改

正
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
電

算
シ
ス
テ
ム
を
対
応
さ
せ
る
費
用

と
し
て
追
加
す
る
も
の
で
す
。

・
規
定
の
直
営
診
療
施
設
勘
定
の
歳

入
歳
出
予
算
総
額
に
、
４
８
５
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
１
４
６
，
５
２
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
主
な
内
容
は
、医
師
通
勤
手
当
の

増
額
に
よ
り
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
審
議
結
果

  
条
例
、
補
正
予
算
、
そ
の
他
議

案
、
人
事
案
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一般
質
問

　
２
名
の
議
員
か
ら
３つの
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。詳
細
は
、８
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ

　
次
回
の
定
例
会
は
、９
月
で
す
。

　
本
会
議
や
常
任
委
員
会・特
別
委

員
会
は一般
に
公
開
さ
れ
、個
人
で
も

団
体
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。傍

聴
は
、議
会
活
動
に
触
れ
る
最
も
身
近

な
方
法
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、自
分
の

選
ん
だ
議
員
の
活
動
や
村
政
の
方
針

な
ど
を
実
地
に
見
聞
で
き
る
議
会
の

傍
聴
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
傍
聴
に
あ
たって
は
、会
議
当
日
に

議
場
傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
傍
聴
人

受
付
簿
に
住
所・氏
名・年
齢
を
ご
記

入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
傍
聴
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、議
会

日
程
等
は
、ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

主
な
議
案
と
審
議
結
果

■
行
政
報
告

■
専
決
処
分

■
条　
例

■
補
正
予
算

■
審
議
結
果

■
一
般
質
問

●
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ



3

　平成２７年度曽爾村教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、「地方教育行
政の組織及び運営に関する法律」第２６条の規定に基づき、点検・評価をしたので、その概要を報告します。
　なお、細部にわたる事務の管理及び執行の状況の点検及び評価については、教育委員会事務局にて閲覧していただ
けます。

報告書の概要
○平成２７年度曽爾村教育委員会の活動状況
　教育委員の構成　定例・臨時教育委員会議　学校訪問　視察研修
　ＰＴＡとの合同会議　総合教育会議　学校行事参加
○基本方針と事務事業
　＜学校教育＞ 
　１．豊かな心や感性をはぐくむ教育の推進
　　　人権教育　道徳教育　いじめ防止・早期発見　読書活動の充実　文化芸術活動
　　　自然体験・宿泊　体験活動　交流学習
　２．確かな学力の向上と個性の伸長
　　　基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力･判断力･表現力の育成
　　　学習意欲の向上と学習習慣の確立　ＩＣＴを活用した授業改善と学力向上
　　　言語活動の充実　理数科教育の充実　特別支援教育の充実
　３．心と体の健康づくりの推進
　　　健康･体力づくりの取組の推進　望ましい生活習慣の確立
　　　教育相談機能の充実 食育の推進
　４．ふるさとのよさを誇れる教育の推進
　　　曽爾ふるさと学習　住民との交流
　　　地域行事やボランティアへの積極的な参加
　　　キャリア教育　国際理解教育の推進
　５．安心と、魅力・活力ある学校教育の推進
　　　安全管理・危機管理の充実　開かれた学校づくりの推進
　　　学校組織の活性化と教員の指導力の向上　学校評価を生かした学校経営
　＜社会教育＞ 
　６．生涯学習環境の整備と充実
　　　人権教育の推進　多様に学ぶ機会の充実　図書館サービスの充実
　　　スポーツ・レクレーション活動の振興と普及　学校施設の開放　文化財の保護・普及
　　　会教育団体の育成　放課後児童健全育成（学童保育）　国際交流・国際理解

点検評価有識者の意見
○　教育委員会の活動では定例会を始め、様 な々行事に熱心に参加され活躍いただいています。教育委員会はさら

なる専門性を発揮され、児童生徒はもとより、村民に対する教育の向上のためにご尽力いただきますようお願いい
たします。また「総合教育会議」で行政のトップが出席しているのは行政と教育との直結の必要性からも大事なこと
といえます。

○　通学バスを待つ生き生きとした子どもたちの姿は円滑な学校運営の具現であるといえます。また気軽に足を運
べるオープンスクールは、家庭・地域の学校への信頼があってからこそです。現場の先生方の日常の努力、それを
支える教育委員会に感謝いたします。

○　最近、過疎化、少子化により児童・生徒は激減しています。このような中で単独学級を維持され、奈良教育大学と
の連携事業サマースクールや中学校の学力向上合宿（ＧＵＴＳ）、わくわくワークなどユニークな事柄に取り組まれ
成果をあげています。また人権教育推進ではいろんな面からの取組が計画的に推進されています。

○　教育委員会事務局では、限られた職員数で多岐に渡り広範囲に事業が実施されています。人権教育をはじめＢ
＆Ｇ海洋センター、学童保育などの運営、ヒダリマキガヤ群落の整備、獅子舞の保存など文化財の保護に熱心に
取り組まれ大いに成果をあげられています。

点検評価有識者　　木　治　家　康　（前曽爾村教育委員）
　　　　　　　　　井　上　善　富　（元曽爾村役場職員）

平成２７年度曽爾村教育委員会の事務の管理
及び執行の状況の点検及び評価を公表します

曽爾村教育委員会
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６
月
３
日（
金
）、園
歯
科
医
の
田
中
先
生
と
歯
科
衛
生
士
の
鈴
木
さ
ん
に
、

子
ど
も一人
ひ
と
り
の
歯
を
診
て
頂
き
ま
し
た
。診
て
も
ら
う
前
に
は「
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」終
わ
っ
た
後
に
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、歯
科
検
診
終
了
後
は
、保

健
師
に
よ
る
歯
の
健
康
教
室
が
あ
り
、分
か
り
や
す
い
パ
ネ
ル
で
虫
歯
の
怖
さ

や
、虫
歯
に
な
り
や
す
い
食
べ
物
は
何
か
を
教
え
て
も
ら
い
、歯
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　
５
月
29
日（
日
）に
保
護
者
会
行
事
で
御
杖
村
の
旅
行
村
へ
行
き
ま
し
た
。さ

わ
や
か
な
天
候
の
元
、○
×
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、長
い
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
を
楽

し
む
子
ど
も
た
ち
。外
で
食
べ
る
お

弁
当
は
と
て
も
お
い
し
く
て
、子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
も
会
話
が

弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
月
19
日（
木
）曽
爾
保
育
園
で

お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。手

作
り
の
人
形
や
紙
芝
居
、絵
本
の
朗

読
な
ど
。み
ん
な
歌
っ
て
笑
っ
て
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

○
次
回
の
お
は
な
し
会

　
日
時　
７
月
14
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
11
時

　
場
所　
曽
爾
保
育
園

上手に口を開けて診てもらえたね。

虫歯になりやすい食べ物がよく分かりました。

お家の人と一緒だと安心。

楽しかった○×ゲーム。 おいしかったお弁当♪

御
杖
村
の
旅
行
村
☆

☆
歯
科
検
診
・
歯
の
健
康
教
室
が
あ
り
ま
し
た
☆

☆
楽
し
か
っ
た
ね
♡
保
護
者
会
行
事
☆

☆
お
は
な
し
会
を

　 

開
催
し
ま
し
た
☆
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　曽爾村教育委員会は、村内のスポーツ団体・スポーツクラブを応援・支援しています。スポーツ団
体やクラブでは活動をとおして、健康増進や仲間とのコミュニケーションに努めていただいていま
す。

曽爾村ゲートボール協会
　曽爾村ゲートボール協会は、「曽爾村のゲートボール競技の普及振興を図り、村民の体力の向上と
スポーツ精神を養うこと」を目的に、互いに親睦や交流を深めながら活動を続けています。
　ゲートボール協会は約40年の歴史があり、現在6チーム、40名の選手が登録されています。本年度
の役員は、会長：石原浩三さん、副会長：稲森重郎さん、事務局長：山浦義雄さんです。
　ゲートボールの試合は村内の大会だけではなく､村外の大会にもたくさん出場しています。また､今
年の７月９日（土）に天理市長柄運動公園で開催される第６７回奈良県民体育大会に宇陀郡代表とし
て曽爾村チームが出場することになっています。
　ふれあいホールからは､今年もゲートボール協会の選手のみなさんのにぎやかな声が聞こえ、「健
康」と「元気」の輪を村全体に広げていただいています。

曽爾クラブ（女子バレーボール）
　去年まで「家庭婦人バレーボール」に所属し
ていましたが年２回の試合に、いろいろな行事
が重なり、今年は入会していません。
　今は御杖村や美杉のチームと練習試合をして
います。バレーボールの好きな人で男女を問い
ません。初めての方でも、監督の山縣徹さんが
親切に教えてくれます。またソフトバレーボー
ルもしていますので、身体を動かしに体育館に
足を運んでください。
　練習は､土曜日の夜８時から10時までです。
毎週とは限りませんので、参加される方は、岡
本美津子さんまでご連絡をお願いします。

村内「スポーツ団体・スポーツクラブ」の紹介

村長杯出場選手の皆さん（６月８日開催）

宇陀郡民体育大会出場の選手の皆さん（６月4日）

ゲートボール協会の主な事業
  2月　平成28年度総会（曽爾村老人福祉センター）
　　　 曽爾村ゲートボール協会長杯（ふれあいホール）
  3月　宇陀協会会長杯春季大会（大宇陀ドーム）
  4月　大和信用金庫支店長杯（ふれあいホール）
　　　 平成28年度地域対抗大会（室生ドーム）
  6月　曽爾村長杯（ふれあいホール）
　　　 第3回まほろば大会（榛原ドーム）
  7月　第67回県民体育大会（天理市長柄運動公園）
  9月　ふれあい事業杯大会（ふれあいホール）
10月　清水スポーツ杯（大宇陀ドーム）
　　　 第4回まほろば杯（大宇陀ドーム）
11月　宇陀協会会長杯秋季大会（室生ドーム）
　　　 奈良県農協曽爾支店長杯（ふれあいホール）
12月　サラダ館長杯（ふれあいホール）
  1月　初打ちゲートボール大会（ふれあいホール）



6

＊ 

名　
　
前　
大
西
伸
幸（
お
お
に
し
の
ぶ
ゆ
き
）

＊ 

年　
　
齢　
34
歳

＊ 

現
居
住
地　
山
粕

＊ 

前
居
住
地　
奈
良
市

＊ 

所　
　
属　
農
林
業
公
社

　
農
林
業
公
社
担
当
の
私
で
す
が
現
在
は

ヤ
マ
ト
ト
ウ
キ
の
担
当
と
い
っ
た
方
が
正

し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
井
の
横
輪
地

区
に
あ
る
畑
に
毎
日
足
を
運
び
草
引
き
に

勤
し
ん
で
お
り
ま
す
。
ヤ
マ
ト
ト
ウ
キ
と

い
う
薬
草
は
、
ど
ん
な
味
が
す
る
か
、
ど

ん
な
効
能
が
あ
る
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
農
林
業
公
社
と
私
自
身
も
ま

だ
ま
だ
村
の
み
な
さ
ん
に
名
前
と
顔
、
ど

ん
な
人
間
な
の
か
を
知
っ
て
も
ら
え
て
い

な
い
の
で
、
ヤ
マ
ト
ト
ウ
キ
栽
培
の
普

及
、
農
林
業
公
社
と
は
何
か
、
大
西
と
は

誰
か
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
ら
え
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
11
日（
水
）に
、伊
賀
見
地
区
に
て
地
域
貢
献
の一環
と
し
て
、す
す
き
作
業

所
を
利
用
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、利
用
者
の
方
々
も
熱
心
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
、お
目
に
か
か
っ
た
際
に
は
是
非
お
声
掛
け
を
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、作
業
所
で
は
日
々
様
々
な
活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、そ
れ
ら
の
活

動
に
つ
い
て
も
随
時
掲
載
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
す
す
き
作
業
所
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
！

作業所を出発!!お亀の湯に向かう道にて

　

歩
道
が
枯
れ
枝
な
ど

で
半
分
ほ
ど
覆
い
尽
く
さ

れ
て
い
ま
し
た（
泣
）

 

太
良
路
バ
ス
停
付
近
の

　
　

歩
道
に
て

　

☆
少
し
は
広
く
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
?!
歩
行
者

の
方
や
自
転
車
通
行
の
方

の
為
に
今
後
も
定
期
的
に

　

活
動
を
続
け
て
い
き

　
　

ま
す
☆

すすき作業所 通信 第１号　☆清掃活動☆
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平成28年度曽爾村元気な集落づくり支援事業募集
　元気な集落づくりを推進するため、今年度においても村民による自主的、自立的なむらづくりに取り組む
自治組織、むらづくり団体を募集いたします。助成については、下記のとおりとなっています。
１）補助金交付対象団体

・自治組織（大字）
・むらづくり団体（むらづくり活動を行う５人以上で構成された団体で、かつ、構成員の半数以上が村

民である団体。）
２）補助金の交付対象事業

（1）むらづくりに熱意やアイデアを持つ住民が自主的に実施する事業
（2）事業の性質について次のいずれかに該当
　　 ア）公益性　イ）独創性　ウ）発展性　エ）実現性　オ）自立性
（3）政治活動、宗教活動及び営利活動を目的としない事業
（4）地域を限定する事業にあっては、可能な限り総代の同意を得ているもの
（5）他の補助金を受けない事業であること。

３）補助経費
（1）予算の範囲内で補助対象経費の10/10（1事業あたり単年度20万円限度。）。
（2）備品購入については補助率3/4以内で1事業あたり上限15万円。

平成27年度元気な集落づくり支援事業実績

お問い合わせ
　曽爾村役場企画課　☎94-2101

クリーンアップならキャンペーン
　8月28日㈰  午前9時～  村内各所にて
　　　　　　　　　　　　　詳細は次号で案内いたします。

○今井横輪クリスマスローズの会

○小長尾特産品づくり事業（ゆず植栽）　

○葛集落活性化クラブ（山笑会）

○掛農林水産物直売所生産加工組合

○太良路名水研究会

○山粕めだか街道

横輪地域の周辺
道路にクリスマス
ローズを植え、景
観美化の促進を
図る。

「幸せの黄色いゆ
ず計画」事業によ
るゆずの植栽、加
工品づくり。

葛地区内の遊休
地にスイセンを植
え、景観美化の
促進を図る。

販売スペース及
び来客時の小休
止・情報交換等の
対話場所創設。

名水100選に選
ばれた曽爾高原
湧水群の保全活
動及び広報、広
告事業。

めだか街道所在
地を明確にする
ための看板、の
ぼり旗の設置。
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　６月19日（日）に大字対抗による村民バレーボール大会を曽爾中学校体
育館で開催し、トーナメント形式で試合を行いました。
　皆さんお忙しい中、たくさんの参加者が集まりました。
　激戦を制し見事優勝に輝いたのは、長野でした。おめでとうございます。
　惜しくも決勝で敗れてしまいましたが、小長尾が準優勝となりました。
　３位決定戦は山粕が今井に勝利しました。
　各大字の選手や役員の皆さんのご協力のおかげで無事大会を終えるこ
とができました。

１．テーマ　～ 育てよう 一人ひとりの 人権意識 ～ ― 身近なことから人権を考えてみませんか －
２．ねらい  『日常生活のさまざまな人権に関する問題について考え、話し合い、それをくらしの中に
　　　　　　 生かす行動によって、住みよい村づくりをめざす。』
３．開催時期と話し合われた主な内容  （地区別懇談会実施報告書より）
大字 報告数 開催時期 参加者

49報告 419名

話し合われた主な内容

山　粕 59 名7 11月15日～
    1月10日

掛 41 名5 11月2日～
    12月13日

長　野 52 名8 1月23日～
    2月27日

小長尾 33 名6 2月21日

今　井 52 名7 1月10日～
    1月17日

塩　井 35 名4 1月10日

葛 43 名4 11月14日～
    11月15日

太良路 23 名3 11月14日

伊賀見 81 名5 12月5日～
    12月23日

○河川・道路の清掃について
○地域の支え合いについて
○高齢者問題について
○同和問題について
○共同作業をしよう
○たすけ合いと人権
○偏見と差別について
○高齢化について
○差別問題について
○地域における高齢者問題について
○地域の風習・慣習について
○村づくり、地域づくりについて
○小場(組)の再編について
○地域の風習、慣習について(神事、葬儀、結婚式)
○高齢化問題について
○地域防災について
○地域防災・風習・慣習について
○地域における高齢者問題について
○地域・身近なことについて
○育てよう一人ひとりの人権意識
○人口減少と耕作放棄地の対策について
○身近な人権問題について
○地域の風習・習慣について
○河川清掃等について
○育てよう一人ひとりの人権意識
○地域活性化事業にかかる人選の在り方について
○地域防災と高齢者問題について
○小場の今後の運営について
○地域における高齢者問題について
○安心、安全な地域社会づくりについて
○人権の村づくりについて
○防災について

2015年度『地区別懇談会（小場懇）』のまとめ

村民バレーボール大会
 【優勝】長　野　　　【準優勝】小長尾

曽爾村人権教育推進協議会
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　曽爾村は、平成２９年度採用予定の職員採用試験を次のとおり実施します。
１． 職種、採用予定人員、受験資格

　　　上記のいずれの職種も日本国籍を有する者。
　　　ただし、地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する者は、受験できません。

２． 受験手続き、受付、申込先
 　⑴受験手続きに必要なもの

　⑵申込書受付期間及び時間、提出先
　　平成28年8月1日㈪～8月24日㈬　9時～17時（土・日曜日は受付できません）
　　提出先 ： 〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1　曽爾村役場　総務課宛  
　　※郵送による場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書在中」と朱書きし期限必着（8月24日午後5時まで）とする。

３． 試験日及び方法
　 保健師・保育士

４． 合格者の発表
　 第一次試験合格者発表　10月上旬（予定）　　第二次試験合格者発表　11月上旬（予定）

５． 合格から採用まで
　 合格者は、採用予定者名簿に登録し、採用は平成２９年４月１日以降の予定です。

６． 給　与
　　曽爾村の一般職の職員の給与に関する条例の定めるところによります。
　　現行初任給月額は、短大卒 157,300円、大学卒 176,700円で、このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末・

勤勉手当などがそれぞれの条件に応じて支給されます。
　　なお、初任給は採用前の経歴などに応じて加算される場合があります。

 ※詳しい試験案内と申込書などお問い合わせは 曽爾村役場総務課まで　
   　　〒633-1212  奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地ｰ1  ☎0745-94-2101（内線221・222）

  平成28年度曽爾村職員採用試験案内

採用職種 採用予定人員 受　　　　験　　　　資　　　　格

保　健　師 1  名 昭和５１年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

試　　験 試験の日時 ・ 試験会場 内　　　　　　 容

第一次試験 筆記試験［教養試験及び専門試験］
平成２８年９月１８日㈰
　受　　付 ： 午前8:30～9:30
　筆記試験 ： 午前10:00～午後3:00
曽爾村振興センター2階　大ホール

第二次試験 作文試験・口述試験第一次試験合格者に別途通知

保　育　士 1  名 昭和 56年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

職 種 共 通

・職員採用試験申込書（役場で用意します） １通
・自筆の履歴書（3ヶ月以内に撮影した写真を貼付） １通
・写真（上記と同一のもの：受験票用） １枚
・最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書（原本に限る） １通
・最終学校の成績証明書（原本に限る） １通

・保健師免許証の写し（保健師有資格者のみ） １通

・保育士証の写し又は保育士の資格を証明する書類の写し １通
・保育士資格を取得見込みであることを証明する書類

保 健 師

保 育 士

採用職種 採用予定人員 受　　　　験　　　　資　　　　格

保　健　師 1  名 昭和５１年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

試　　験 試験の日時 ・ 試験会場 内　　　　　　 容

第一次試験 筆記試験［教養試験及び専門試験］
平成２８年９月１８日㈰
　受　　付 ： 午前8:30～9:30
　筆記試験 ： 午前10:00～午後3:00
曽爾村振興センター2階　大ホール

第二次試験 作文試験・口述試験第一次試験合格者に別途通知

保　育　士 1  名 昭和 56年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

職 種 共 通

・職員採用試験申込書（役場で用意します） １通
・自筆の履歴書（3ヶ月以内に撮影した写真を貼付） １通
・写真（上記と同一のもの：受験票用） １枚
・最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書（原本に限る） １通
・最終学校の成績証明書（原本に限る） １通

・保健師免許証の写し（保健師有資格者のみ） １通

・保育士証の写し又は保育士の資格を証明する書類の写し １通
・保育士資格を取得見込みであることを証明する書類

保 健 師

保 育 士

採用職種 採用予定人員 受　　　　験　　　　資　　　　格

保　健　師 1  名 昭和５１年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

試　　験 試験の日時 ・ 試験会場 内　　　　　　 容

第一次試験 筆記試験［教養試験及び専門試験］
平成２８年９月１８日㈰
　受　　付 ： 午前8:30～9:30
　筆記試験 ： 午前10:00～午後3:00
曽爾村振興センター2階　大ホール

第二次試験 作文試験・口述試験第一次試験合格者に別途通知

保　育　士 1  名 昭和 56年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格を有する人又は
平成２９年３月３１日までに取得見込みの人

職 種 共 通

・職員採用試験申込書（役場で用意します） １通
・自筆の履歴書（3ヶ月以内に撮影した写真を貼付） １通
・写真（上記と同一のもの：受験票用） １枚
・最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書（原本に限る） １通
・最終学校の成績証明書（原本に限る） １通

・保健師免許証の写し（保健師有資格者のみ） １通

・保育士証の写し又は保育士の資格を証明する書類の写し １通
・保育士資格を取得見込みであることを証明する書類

保 健 師

保 育 士
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　検診の申し込みをされた方には、問診票をお送りしています。ピンクの封筒が届いたら中をご確認下さい。
受診項目の変更、日程変更が必要な方は保健福祉課（☎９４-２１０３）までご連絡をお願いします。
　また、個別検診（特定健診・乳がん検診・子宮がん検診）を申し込まれた方には、７月中に受診票をお
送りします。

デジタルブック「楽しく学べる ならの文化財」作成のための寄付金
を募集します！　　　　　～寄付型クラウドファンディング事業～ 

◎予定事業の内容（寄付が目標金額に達した場合に実施） 
◆文化財学習のための教材作成
　　奈良県内の文化財を楽しく、また分かりやすく学ぶことができる中学校や高等学校向けの教材 『楽しく学べる 

ならの文化財』を作成します。 
◆教材の内容
　　平成22年３月発行『奈良の遺跡＆史跡案内（nara-ebooksに公開中）』を改訂し、バージョンアップします。 
◆教材のデジタル化
　　作成した『楽しく学べる ならの文化財』を デジタルブックにしてnara-ebooksに公開します。 
※教材の活用例 

○高等学校における「奈良ＴＩＭＥ」～郷土奈良の伝統、文化等に関する学習～ において 
○中学校や高等学校における校外学習やフィールド・ワークにおいて 
○奈良に関心を持つ方 に々、県内の文化財の魅力を伝えるガイドブックとして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などを想定しています。 

◎寄付募集期間　平成28年６月１日（水）～７月31日（日） 
◎寄付募集ページ　http://japangiving.jp/p/4138 
◎事業成立最少額　30万円（寄付は上記ページからのクレジットカード決済です。寄付申込総額が30万円を上回

れば事業が成立し、決済が行われます。） 
◎ご支援いただいた方への特典（ギフト）
　　「ふるさと納税」と同様に、控除上限額の範囲内での寄付であれば、２千円を超える部分は所得税と住民税が

控除されます。さらに以下の特典をご用意しました。 

◎詳しくは　課ホームページ　http://www.pref.nara.jp/1700.htm 
　　　　　【問合せ先】　奈良県教育委員会事務局　文化財保存課　総務企画係
　　　　　　　　　　　　TEL 0742-27-9864（直通）

寄付額 

３，０００円～

5，０００円～

10，０００円～

３0，０００円～

特　　　　　　　　　典 

デジタルブック『楽しく学べる ならの文化財』にお名前を掲載します。 （企業・団体等の名称も掲
載可能です。） 

上記に加えて、製本した『楽しく学べる ならの文化財』を１冊進呈します。（本の送付先を指定で
きますので、贈呈品としても活用できます。） 

上記に加えて、『楽しく学べる ならの文化財』に広告スペースを提供します。（広告スペースは、１
万円につき10分の１ページ〔５万円なら２分の１ページ〕です。広告内容は、教材作成の趣旨に
沿ったものとします。詳細は文化財保存課にお問い合わせください。） 

上記に加えて、文化財保存課が主催する特別見学ツアーにご招待 （通常非公開の現場等をご案
内します。ツアーまでの交通費や昼食代は自己負担となります。） 

特定健診・がん検診を申し込まれた方へ
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災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
村
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
す
る
た
め
、『
既
存
木
造
住

宅
耐
震
診
断
事
業
』『
既
存
木
造
住

宅
耐
震
改
修
事
業
』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
『
耐
震
診
断
』
に
つ
い
て
は
、
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。村
で
は
無
料
で
実
施
し
、

耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
検
討
下

さ
い
。

【
事
業
概
要
】

１『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』

概
要　
村
か
ら
耐
震
診
断
員
を
派
遣

し
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

対
象
住
宅　
※
以
下
の
要
件
を
全
て

満
た
す
こ
と　

①
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
居
住

し
て
い
る
木
造
住
宅
②
延
べ
床

面
積
概
ね
２
５
０
㎡
以
下
の
も

の
③
階
数
が
２
以
下
の
も
の
（
地

階
は
除
く
。）

費
用　
無
料

２『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』

概
要　
所
有
者
が
耐
震
診
断
を
受
け

た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

を
実
施
し
た
場
合
、
工
事
費
の

23
％
（
上
限
50
万
円
ま
で
）
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
但
し
改
修
工
事
費
が
50
万
円
以

下
の
場
合
は
補
助
金
の
交
付
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
住
宅　
耐
震
診
断
を
受
け
た
木

造
住
宅

【
募
集
時
期
】

　
募
集
受
付
期
間
は
平
成
28
年
７
月

15
日
～
７
月
29
日
と
し
ま
す
。ま
た
、

予
算
の
範
囲
で
執
行
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
予
定
戸
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
申
込

み
が
上
限
に
満
た
な
い
場
合
は
10
月

末
ま
で
随
時
受
付
と
し
ま
す
）

※
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前

に
必
要
な
手
続
き
等
が
あ
り
ま

す
の
で
、
実
施
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
下
記
窓
口
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

担
当　
曽
爾
村
役
場　
総
務
課

　
　
　
☎
９
４-

２
１
０
１

　
　
　
内
線
２
２
３

応
募
資
格

①
奈
良
県
在
住
の
70
裁
以
上
で
歯
の

健
康
な
方（
若
干
の
欠
損
歯
、か
ぶ

せ
等
可
）

②
第
21
回
、第
22
回
、第
23
回
の
最
優

秀
の
方
は
応
募
出
来
ま
せ
ん

応
募
方
法　
官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電

話
番
号
、生
年
月
日
、性
別
、年
齢

を
明
記
し
、〒
６
３
０-
８
０
０
２

　
奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９-
２

　
奈
良
県
歯
科
医
師
会・高
齢
者

い
い
歯
の
コン
ク
ー
ル
係
ま
で

応
募
期
限　

８
月
31
日（
水
）ま
で

審
査
お
よ
び
表
彰

日
時　
10
月
６
日（
木
）

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時
半

場
所　
奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９-

２

　
奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が

授
与
さ
れ
、最
優
秀
者
に
は
後
日
、

知
事
よ
り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。

主
催　
一般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科

医
師
会

共
催　
奈
良
県

後
援　
一般
社
団
法
人
奈
良
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、公
益
財
団
法
人

８
０
２
０
推
進
財
団

※
昼
食
は
お
済
ま
し
の
上
、ご
参
加
下

さ
い
。

※
ご
不
明
の
点
は
、県
歯
科
医
師
会
ま

で（
☎
０
７
４
２-

３
３-

０
８
６
１
）

　
平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
使
用
し

て
い
た
だ
く
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、

簡
易
書
留
で
７
月
下
旬
に
発
送
い
た

し
ま
す
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
、被

保
険
者
証
右
上
の
有
効
期
限
が「
平

成
29
年
７
月
31
日
」と
なって
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
８
月
１
日
以
降
、医
療

機
関
等
で
か
か
る
と
き
は
、新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。な

お
、現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、８
月

１
日
以
降
役
場
に
返
却
い
た
だ
く
か
、

ハ
サ
ミ
で
切
る

な
ど
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

曽
爾
村
役
場 

住
民
生
活
課

☎
９
４-

２
１
０
２

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
７
４
４-

２
９-

８
４
３
０

平
成
28
年
度『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
』及
び

『
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
』を
実
施
し
ま
す

第
24
回
高
齢
者
い
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
募

集
要
項

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
証
の
更
新
に

つ
い
て

後期高齢者医療保険証（見本）
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曽
爾
村
で
は
、皆
さ
ん
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る「
土
地
」の
位
置
、面
積
等

を
正
確
に
把
握
し
、土
地
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
と
と
も

に
、効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た

め
、国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査

事
業
を
行って
い
ま
す
。

「
地
籍
調
査
」と
は
？

　
「
地
籍
」と
は
土
地
の
情
報
で
、い
わ

ば
土
地
の
戸
籍
で
す
。「
地
籍
調
査
」

と
は
土
地
の
情
報
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
一
つ
ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
皆

さ
ん
に
境
界
等
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
測
量
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
正
確
な
土
地
の
面
積
等

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
正
確
な
図

面
（
地
積
図
）
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
調

査
の
成
果
は
法
務
局
に
送
付
さ
れ
、

土
地
の
登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に
改

め
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
調
査
が
必
要
か
？

　
現
在
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て

い
る
地
図
（
公
図
）
の
大
半
は
、
明

治
初
期
の
地
租
改
正
で
作
ら
れ
た
も

の
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
、
土
地
の

境
界
が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、
測
量

も
不
正
確
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
土
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
行
為
の
基
礎
に

な
る
土
地
の
戸
籍

を
は
っ
き
り
さ
せ

る
た
め
、
こ
の
調

査
を
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ

ト
は
？

　
こ
の
調
査
を
行

う
と
大
き
く
次
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

①
境
界
の
位
置
が

不
明
に
な
っ
て
も
、

正
確
に
復
元
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で

土
地
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
土
地
の
形
状
や
面
積
が
はっき
り
し

ま
す
。

③
災
害
復
旧
が
迅
速
に
行
わ
れ
ま
す
。

④
固
定
資
産
の
課
税
が
適
正
に
行
わ

れ
ま
す
。

⑤
土
地
取
引
が
円
滑
に
行
え
ま
す
。

調
査
費
用
は
？

　

地
籍
調
査
に
か
か
る
費
用
は
、

国
（
50
％
） 

県
（
25
％
） 

村

（
25
％
） 

で
負
担
し
ま
す
の
で
、

土
地
所
有
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
境
界
の
現
地
立
ち
会
い

に
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
時
間
と
そ
れ
に
か
か
る
交

通
費
等
の
経
費
を
支
給
す
る
制
度
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
今
井
地
区
の
現
地

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
今
井
地
区

の
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
地
域
建
設
課

　
☎
９
４-
２
１
０
５

土地を購入し、改めて
測ってみたら登記簿の
面積と違っていた。

塀を作り替えようとした
ら、隣の土地の所有者
から「境界が違う」と
言われた。

相続を受けた土地
の正確な位置がわ
からなかった。

平
成
28
年
度
は
今
井
地
区
の
地
籍
調
査
を

行
い
ま
す
。

こんな経験はありませんか？

＝ 村税等特別徴収実施要綱を策定 ＝ 
　平成28年6月1日「村税等特別徴収実施要綱」を定めました。本要綱により、新規滞納者の
発生予防、納付誓約者の取り組み強化、夜間徴収などの取り組みを強化し未収金の縮小に努め
ていきます。

　　　　　　○村税（個人村県民税・法人村民税・固定資産税・軽自動車税）
　　　　　　○国民健康保険税　　○公営住宅使用料　　○水道料金
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う
つ
病
と
聞
け
ば
、
世
間
一
般
的
に
は
、
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ
と

で
社
会
や
仕
事
に
対
し
て
適
応
困
難
に
な
る
30
～
40
歳
代
の
働
き
盛
り

の
人
特
有
の
病
気
と
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
高
齢

者
に
お
い
て
も
比
較
的
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
な
り
や
す
い
若
者
の
う
つ
病
と
比
べ
、

高
齢
者
の
場
合
に
は
仕
事
を
辞
め
た
り
、
長
年
連
れ
添
っ
た
家
族
と
の

死
別
等
の
喪
失
体
験
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
自
身
が
重
い
病
気
に

か
か
る
こ
と
、
ま
た
後
遺
症
で
苦
し
む
体
験
等
を
通
じ
て
も
、
残
さ
れ

た
人
生
へ
の
楽
し
み
や
、
や
り
が
い
が
見
い
だ
せ
ず
に
、
気
分
が
落
ち

込
み
発
症
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
う
つ
病
に
現
れ
や
す
い
症
状
と
し
て
は
、
注
意
力
が
散
漫

に
な
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
趣
味
に
興
味
を
な
く
し
た
り
な

ど
の
あ
り
ふ
れ
た
変
化
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
周
囲
の
人
に

気
づ
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
記
憶
や
判
断
力
が
低
下
す
る
と

認
知
症
の
症
状
と
間
違
わ
れ
て
、
し
ば
ら
く
は
様
子
を
み
ら
れ
て
し
ま

い
、
進
行
し
て
相
当
に
時
間
が
経
っ
て
か
ら
遅
れ
て
診
察
に
訪
れ
る
場

合
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
は
早
く
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。
た
だ
う
つ

病
に
か
か
っ
た
高
齢
者
が
、
自
ら
気
に
し
て
受
診
に
来
ら
れ
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
り
、
家
族
の
気
づ
き
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
身
内
の
方

の
気
に
な
る
変
化
に
注
意
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

　
７
月
開
催

日
時 　
７
月
６
日（
水
）　
13
時
～
15

時
ま
で

場
所 　
曽
爾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
曽

爾
村
大
字
山
粕
）

内
容   

ダ
ン
ボ
ー
ル　
モ
ー
ル　
折
り

紙
を
使って
壁
掛
け
を
作
り
ま
す

持
ち
物   

は
さ
み

　
８
月
開
催

日
時　
８
月
３
日（
水
）　
13
時
～
15

時
ま
で

場
所　
曽
爾
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
曽

爾
村
山
粕
）

内
容     

腹
話
術
の
先
生
を
お
招
き
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

・
長
生
き
の
秘
訣

・
手
品
（
ハ
ン
カ
チ　
カ
ー
ド
等
）

※
何
か
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
新

山
（
電
話
９
４-

２
７
３
１
）
ま

で
連
絡
下
さ
い
。
（
月
・
水
・

金
曜
日
午
前
中
の
み
）

●延滞金加算の運用は、平成28年度以降に賦課される
　①後期高齢者医療保険料　②介護保険料　が対象となります。
　（平成27年度以前に賦課された①～②の各保険料については対象となりません。）
●納期限が経過した納付書は使用できなくなりますのでご注意下さい。
　期限内納付にご協力お願いします!!
お問い合わせ   〒633-1212　奈良県宇陀郡曽爾村大字今井495番地の1　 曽爾村役場　　
　　　　　　　住民生活課（後期高齢者医療窓口）　☎0745 - 94 - 2102
　　　　　　　保健福祉課（介護保険窓口）　　　　☎0745 - 94 - 2103

今
月
の
健
康
メ
モ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

開
催
に
つ
い
て

ご注意下さい!!

【下記表参照】
保険料の延滞金加算の運用が始まります。7月1日より

延滞期間 延滞金利率
納期限を過ぎてから 1ヶ月経過後
納期限を過ぎてから 1ヶ月以内

14.6%
7.3%
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奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、平

成
29
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

25
名
程
度

受
験
資
格

【
大
学
区
分
】

　
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
29
年
３
月

卒
業
見
込
の
人

【
短
大
区
分
】

　
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期

大
学
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
29
年

３
月
卒
業
見
込
の
人

【
高
校
区
分
】

　
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
人
又
は
平
成
29
年

３
月
卒
業
見
込
の
人

受
付
期
間　

平
成
28
年
７
月
25
日

（
月
）～
同
年
８
月
５
日（
金
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時（
た
だ

し
、土
日
祝
日
及
び
平
日
の
午
後

０
時
～
午
後
１
時
は
除
く
）

第
１
次
試
験
日　
平
成
28
年
９
月
18

日（
日
）

受
験
申
込
配
布
開
始
日
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
開
始
日　

平
成

28
年
７
月
１
日（
金
）午
前
10
時

か
ら（U

RL: http://w
w

w
.

naraksk119.jp
）

お
問
い
合
せ　

橿
原
市
慈
明
寺
町

１
４
９
番
地
の
３

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

人
事
課
人
事
係

　
☎
０
７
４
４-

２
６-

０
１
１
９

　
収
集
場
所
は
か
ん
・
び
ん
と
同
じ

で
す
!!
ご
注
意
下
さ
い
。

 

一度
に
多
く
の
品
目
を
回
収
し
ま
す

の
で
、
的
確
に
分
別
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
日　
８
月
６
日
（
土
）　

※
前
日
の
５
日
（
金
）
に
収
集
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所　

 

不
燃
物
収
集
場
所

（
か
ん
・
び
ん
と
同
じ
）

品
目　

蛍
光
灯
（
丸
管
）、
蛍
光

灯
（
直
管
）、
電
球
、
乾
電
池
、

割
れ
た
蛍
光
灯
、
割
れ
た
電
球
、

水
銀
体
温
計
、陶
器
、板
ガ
ラ
ス
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
、

出
し
方　
収
集
場
所
に
、
品
目
ご
と

に
分
別
し
、
蛍
光
灯
、
乾
電
池

な
ど
袋
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
破

れ
に
く
い
袋
に
入
れ
、
入
ら
な
い

物
は
ひ
も
で
縛
る
な
ど
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
タ
ン
電
池
は
テ
ー
プ
で
絶

縁
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

・
割
れ
て
い
な
い
蛍
光
灯
は
紙

な
ど
で
く
る
ん
で
出
し
て
下

さ
い
。

そ
の
他

・
業
者
の
方
は
、
自
己
責
任
に

よ
り
適
切
に
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

・
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
曽
爾
村
役
場　
住
民
生
活
課

　
☎
９
４-

２
１
０
２

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
30
歳
未

満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
平
成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成

29
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
を
対
象
と

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ

て
、
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
遡

及
し
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
申
請
は

原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た

も
の
の
、
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め

に
未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
は
、

一
度
、
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
手
続
き
は
、
曽
爾
村
役
場
住
民
生

活
課
（
☎
９
４-

２
１
０
２
）
又
は

桜
井
年
金
事
務
所
（
☎
０
７
４
４-

４
２-

０
０
３
３
）
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

蛍
光
灯・乾
電
池・陶
器・

ガ
ラ
ス
の
収
集
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除

の
申
請
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

職
員
採
用
試
験
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～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

　
「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時　
７
月
11
日
（
月
）

　
午
後
７
時　
受
付
７
時
30
分
開
会

開
催
場
所　
曽
爾
村
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容

　
講
演
「
ゆ
っ
く
り　
ゆ
っ
く
り
」

　
　
真
ち
ゃ
ん　
和
ち
ゃ
ん

　
　
夫
婦
漫
才
フ
ォ
ー
ク

　
　
（
ま
な
板
の
上
の
恋
ラ
イ
ブ
）

　
多
く
の
方
の
参
加
で
差
別
の
な
い

明
る
い
村
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
各
家
庭
で
は
、
電
気
は

地
域
の
電
力
会
社
か
ら
購
入
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
４
月
か
ら
制
度
が

変
わ
り
、
家
庭
で
も
電
力
の
購
入
先

の
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
電
力
の
販
売
契
約
を
検
討
す
る
場

合
は
、
正
確
な
情
報
を
収
集
し
、
良

く
理
解
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
便
乗
商
法
に
も
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

・
電
力
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト

　
も
っ
と
も
分
か
り
や
す
い
メ
リ
ッ

ト
は
、
電
気
コ
ス
ト
の
最
適
化
で

す
。
新
電
力
の
参
入
で
、
価
格
競
争

が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い

新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
電
力
会
社
に
よ
る
電
気
の
質

　
電
力
会
社
が
違
っ
て
も
電
気
の
品

質
は
同
じ
で
す
。

・
電
力
会
社
を
変
え
る
手
続
き

　
電
力
会
社
の
切
替
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
切
替
先
の
電
力
会
社
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
今
あ
る
送
配
電
網
を

使
う
の
で
新
た
に
電
線
を
引
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
契
約
し
た
電
力
会
社
が
倒
産
し
た

場
合

　
万
が
一
、
契
約
し
た
電
力
会
社
が

倒
産
し
た
場
合
も
、
新
た
な
契
約
先

が
決
ま
る
ま
で
は
、
現
在
供
給
し
て

い
る
地
域
の
電
力
会
社
か
ら
供
給
さ

れ
る
の
で
、
電
気
が
止
ま
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

電
力
小
売
自
由
化
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ

電
力
小
売
自
由
化
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
２
８-

５
５
５

電
話
受
付
時
間　
９
時
～
18
時

（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　

生
活
に
必
要
な
電
気
。
限
ら

れ
た
資
源
を
大
切
に
使
い
、
節

電
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
は
、が
ん
患
者
や

家
族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合

う
こ
と
が
で
き
、同
じ
体
験
を
し
た
仲

間
が
集
う
場
で
す
。か
か
ら
れ
て
い
る

医
療
機
関
や
が
ん
の
種
別
に
関
わ
ら

ず
参
加
頂
け
ま
す
。当
日
は
、が
ん
専

門
相
談
員
も
参
加
し
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日（
月
）　
13
時
30
分

～
16
時

場
所　
橿
原
総
合
庁
舎
１
階
会
議
室

１
０
１（
〒
６
３
４-

８
５
０
７　
奈

良
県
橿
原
市
常
盤
町
６
０
５－５
）

対
象　
県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん

患
者
や
家
族
等

内
容

①
講
演
会（
13
時
30
分
～
14
時
30
分
）

テ
ー
マ　
主
治
医
と
の
付
き
合
い

方
講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学
健

康
政
策
医
学
講
座　

岡
本
左

和
子
氏

②
交
流
会（
14
時
30
分
～
16
時
）

　
参
加
者
相
互
の
交
流
、情
報
交
換

申
込
み　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、参
加
人
数

を
下
記
ま
で

申
込
み
先

　
奈
良
県
中
和
保
健
所
健
康
増
進
課

　
健
康
づ
く
り
推
進
係

　
☎
０
７
４
４-

４
８-

３
０
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４-

４
７-

２
３
１
５

７
月
は
差
別
を
な
く
す

強
調
月
間
で
す

あ
な
た
に
合
っ
た
電
気
を
選
べ
る
時
代
に

～
４
月
か
ら
電
力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
～

中
和
保
健
所
が
ん
患
者

サ
ロ
ン『
す
ず
ら
ん
』
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いつもたくさんの笑顔をありがとう。
パパ・ママより

大字 長野

葊野 仁愛ちゃん
ひろ　  の    　  に　  な 平成27年

7月28日生

善　　意　　銀　　行
木治典彦さんより
　亡父　鍾さんの生前のご厚情に対し金一封
橋詰英子さんより
　亡母　奥西ハツノさんの生前のご厚情に対し
　金一封
百地えみ子さんより
　亡夫　義春さんの生前のご厚情に対し金一封
久保田省三さんより
　亡父　博さんの生前のご厚情に対し金一封

尊い善意をお寄せ下さいまして、誠にありがとう
ございました。

謹んでお悔やみ申し上げます
5月30日　山　粕　　寺尾　幸野さん（91歳）
6月  3日　伊賀見　　百地　義春さん（66歳）
6月  6日　長　野　　井上　正博さん（78歳）
6月16日　長　野　　久保田　博さん（94歳）

こんなに大きくなりました
広報誌デビュー

7月号
平成28年7月1日発行

（通巻537号）

（平成28年6月1日現在）

●発行　曽爾村役場
●編集　総務課
　〒633-1212
　奈良県宇陀郡曽爾村
　　　　大字今井495-1
　　☎　0745-94-2101
　ＦＡＸ 　　　94-2066
●印刷　伊和印刷　
●広報曽爾題字
　故　清水公照
　　（第207世、第208世
　　　東大寺別当）　

高齢者クラブ活動
（全て13：30～）

カラオケ　第1・第3㊍
大正琴　第1・第3㊌
民　謡　月1回　　
手　芸　月1回　金
陶　芸　第4　　 ㊌
民　踊　第2・第4㊍
大正琴
　アミーゴ　月 2 回
　　　   （10:00〜）
　せせらぎ　月 2 回
　　　   （13:00〜）

人口1,565人
（ー3）

男　736人
（ー1）

女　829人
（ー2）

世帯数680世帯
（±0）

山　粕　201人　  95世帯
掛　　108人　  51世帯

長　野　183人　  82世帯
小長尾　125人　  51世帯
今　井　211人　  88世帯
塩　井　112人　  53世帯

葛　　132人　  51世帯
太良路　119人　  52世帯
伊賀見　374人　157世帯

みんなの広場

事  業  名 実施日 時  間 対　象　者 場所・内容等

7月20日㈬ 13:30～

献血

3ヵ月～4歳未満

○場所：老人福祉センター
○内容：診察、身体計測、栄養指導、
　育児相談、発達相談など
○スタッフ：小児科医師、看護師、栄
　養士、保育士、心理士、保健師

7月29日㈮ 10:30～
13:00

乳幼児健診

7月13日㈬
7月14日㈭
7月15日㈮
7月16日㈯

8:00～
10:30
（受付時間）

検診項目によって
異なります

○場所：老人福祉センター
○内容：特定健診、各種がん検診、
　歯周疾患検診等
※申込みが必要です。

特定健診
がん検診

16歳以上の方
○場所：曽爾村役場前
○内容：200ｍｌ、400ｍｌの献血

ほけん事業予定表（7月）

開館日　月〜金曜日（祝祭日は休館）
　　　　　…8時30分〜17時15分
　　　　毎週土曜日…13時〜17時
☆平日、図書室に職員がいませんので、教育委員

会事務局までお越しください。

図 書 室 だ よ り 診療所・休診のお知らせ
　集団検診のため医科・歯科とも7月13日（水）、15
日（金）は終日、14日（木）は午前休診となります。
その他休診日

　医科　7月29日㈮、8月12日㈮、9月9日㈮
　歯科　8月1日㈪、8月22日㈪、9月5日㈪

ご結婚おめでとうございます
6月  5日　  伊賀見　　隱　地　克　史　さん
　　　　　 田原本町　 脇　田　有　香　さん


